
（別紙３）

〜 令和 8年 1⽉ 10⽇

（対象者数） 3 （回答者数） 3

〜 令和 8年 ⽉ ⽇

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後は利⽤者⼈数か増えていくことで、⼀⼈⼀⼈の療育時
間が散漫する可能性もあるが、できる限り内容を薄くなら
ないように取り組んでいく

2

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

事例検討会など、他事業所での会議や研修に積極的に参加
をしていくこと

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

再開してまだ期間が短いこともあり、利⽤者も少なくまだま
だ改善点が多く⾒られていること

事例・課題が少ない

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

利⽤者の少⼈数により、個別の療育内容の充実化を図ること
ができること

利⽤児の特性に応じて、TPOに応じた臨機応変な対応が可能

○従業者評価実施期間 令和 7年 12⽉ 27⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 8年 1⽉ 31⽇

○事業所名 なないろテラス ⼤和教室

○保護者評価実施期間 令和 7年 12⽉ 27⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


